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競技スポーツ経験は日常行動に影響を与えるのか？

―間隙通過課題による基礎的検討―
伊藤　英之
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Ⅰ．はじめに
　歩行は日常的に行われている運動である。歩行中に，壁や柱などによってできた間隙や路面の
段差や窪みなどを通過することも日常的に行われていることである。そのため，障害物にぶつかっ
たりつまずいたりしないように行われる運動制御は，誰もが当たり前に行っている簡単な行動と
いう印象があるかもしれない。しかし，それは様々な障害物の高さや幅や奥行き，さらには自身
の身体の幅や高さといった多様な情報を知覚することで行われる複雑な制御なのである。歩行中
に障害物をうまく回避できないことは，障害物への衝突やそれによる転倒などの可能性を高める
ため，大きな怪我にもつながり得る。したがって，障害物に対する回避行動の研究がもつ意味は
大きいといえる。
　現在まで，そのような研究は，段差に対する昇段5）9），バーに対するまたぎやくぐり3）4）7），間隙
に対する肩の回旋動作1）10）11）など，数多く行われてきた。
　本研究では，数ある回避行動の中から，歩行中の間隙に対する回避行動に着目した。現在ま
で，歩行中の間隙に対する回避行動についても多様に研究は進められてきた。例えば，Warren 
& whang10）は，５m先の様々な幅の間隙を観察させた結果，身体の大小に関係なく肩幅の1.16倍
より狭い幅の間隙で，回避行動が必要と判断することを報告した。さらに，歩行によって間隙を
通過させる実験においては，身体の大小に関係なく個々の肩幅の1.3倍よりも狭い間隙幅で回避
行動が実行されたことを報告した。この研究により，人は，自身の肩幅の情報と間隙幅の情報を
利用し，衝突がないように安全に通過できるように判断がなされると考えられている。Higuchi 
et al1）は，荷物を持つなどして自身の肩幅よりも広いスペースが必要となる歩行時においても，
普段の歩行と同様に間隙回避の肩の回旋角度は規則的に制御されていることを報告した。この研
究により，荷物などによって自身の肩幅よりも広がった幅も身体の延長として知覚され，普段と
同様の間隙回避行動が実行されていると考えられている。
　近年，このような研究領域では，子どもを対象とした研究への展開や、障がいなどにより適切
な回避行動が取れない人に対する介入方法を考案する研究などがみられるようになってきた1）

4）6）8）。筆者はそれらの研究を参考に，スポーツを通して安全で効率的な回避行動を行う能力が向
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上するのではないかという着想に至った。門田2）は，運動競技経験と運動視知覚能力の関係を検
討し，競技スポーツ経験者の方が非経験者よりも初期知覚系の処理能力が高い可能性があること
を報告した。つまり，競技スポーツの経験は，視知覚能力の向上に有効である可能性がある。も
し，競技スポーツ経験によって歩行中に間隙に対する回避行動に違いがみられるのであれば，回
避行動やその基礎となる視知覚能力が競技スポーツ経験に影響されるということになる。
　そこで，本研究の目的は，競技スポーツ経験の違いが，歩行中の間隙回避行動に影響を与えて
いるのかを検討することとした。このことを検討することは，まだ発達段階にある子どもやこの
ような回避行動を適切に行えない人を対象とした，安全で効率的な回避行動習得に向けたトレー
ニング法の開発につながる可能性がある。この目的を達成するために，本研究では，様々な幅の
間隙を観察させて，通過する際に避ける必要があるか否かを見た目で判断する能力（以下，視知
覚判断とする）にスポーツ経験は影響を与えているのか，歩行中の間隙回避行動にスポーツ経験
は影響を与えているのかという２点についての実験を行うこととした。

Ⅱ．方法
１．実施期間
　実験は，2012年12月から2013年１月に実施した。

２．参加者
　実験参加者は，複数年にわたって同一のスポーツに取り組んでおり，競技レベルが非常に高い，
健康な男子大学生アスリート20名であった。すべての参加者に実験の目的，内容などを紙面と口
頭にて十分に説明し，実験参加の同意を得た。
　実験を実施するにあたり，参加者を専門とする競技種目の特性によって２群に分けた。競技
場面において間隙を見たり間隙を通過したりするという経験が多いと考えられるゴール型競技
のラグビーフットボールを専門とする10名（年齢20.9±1.0歳，身長176.4±6.1cm，体重83.8±
10.7kg，肩幅51.1±2.7cm）をラグビー群，間隙を見たり間隙を通過したりするという経験があ
まりないと考えられるネット型競技のソフトテニスを専門とする10名（年齢20.3±1.3歳，身長
171.1±7.5cm，体重63.0±3.1kg，肩幅46.0±1.6cm）をソフトテニス群とした。
　自己の身体スケールと動作の実行や選択との関連を検討している先行研究では，その動作に直
接使用される部位が変数として採用されている。間隙に関する先行研究1）8）10）では，参加者の肩幅
が変数として採用されているため，本研究においても分析に肩幅を用いることとした。なお，２
群間の身体サイズの差について対応のないt検定で検討したところ，身長には有意差はみられず（t

（18）=1.723，p>0.05），体重（t（10）=5.913，p<0.01）および肩幅（t（18）=5.190，p<0.01）に有意
な差がみられた。したがって，参加者は，身体サイズにおいても違いのある２群であった。
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表１　各群の被験者の身体サイズにおける平均値と標準偏差

３．実験環境
　実験室内の縦11m，横18m程度の空間に実験用間隙を設置して行った。
　実験に用いた間隙には，高さ189cm，幅91cm，奥行き４cmの発泡スチロール素材の板を２枚
用いた。

４．実験手続き
　視知覚判断の実験は，参加者を間隙から５m離れた位置に間隙面の中央に正対するように立た
せ，提示した間隙に対して歩行で通過する際に避ける必要があるか否かを見た目の判断によって
回答させた（図１）。
　間隙回避行動の実験は，参加者に普段と同様に歩き，ぶつからないように間隙を通過するよう
教示をした後，視知覚判断の実験と同様の位置に設定したスタート位置から設置した間隙を通常
歩行により通過させ，さらに間隙通過後３mまで歩行を継続させた（図２）。
　いずれの実験も40cmから90cmまで10cm刻みで６種類の間隙幅を用い，各間隙幅につき５試
行ずつ，合計30試行を実施した。なお，30試行の間隙幅の設置順は，順序効果を考慮してランダ
ムに設定した。

図１　間隙に対する視知覚判断の実験レイアウト　

表1 各群の被験者の身体サイズにおける平均値と標準偏差

cm SD kg SD cm SD

ラグビー群 176.4 6.1 83.8 10.7 51.1 2.7

ソフトテニス群 171.1 7.5 63.0 3.1 46.0 1.6

身長 体重 肩幅

＊＊＊＊

＊＊：p<0.01

間隙までの距離＝5m

実験用間隙
40～90cm

（10cm刻み）

図1 間隙に対する視知覚判断の実験レイアウト
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図２　歩行中の間隙回避行動の実験レイアウト

５．比較変数
　比較変数は，視知覚判断および間隙回避行動の転換点となる間隙幅とそのπ数を用いた。π数
とは，参加者個々の肩幅を身体特性として用い，間隙幅から身体特性を割って算出した値のこと
である9）。
　視知覚判断の実験においては，間隙幅ごとの５試行の中で避けると判断した割合を求め，これ
を回避判断率と呼ぶことにした。そして，間隙幅の増加に伴う回避判断率の変化から，回避判断
率が50%となる間隙幅を回避行動の必要の有無の判断における転換点とした。
　間隙回避行動の実験においては，間隙幅ごとの５試行の中で回避行動を実行した割合を求め，
これを回避行動実行率と呼ぶことにした。そして，間隙幅の増加に伴う回避行動実行率の変化か
ら，回避行動実行率が50%となる間隙幅を回避行動の実行の有無における転換点とした。なお，
本研究では，間隙通過時に行動が変化（肩を回旋する，両腕を寄せて肩をすぼめるなど）した試
技を，回避行動を実行した試技と判断して処理した。

６．分析方法
　統計処理には，統計処理ソフトウエアSPSS Statistics 21（IBM社）を使用した。いずれの実
験においても，転換点となる間隙幅およびπ数を用いてラグビー群とソフトテニス群の２群間に
おける対応のないt検定により差の検定を行った。すべての検定の統計的有意水準は５％未満と
した。　

図2 歩行中の間隙回避行動の実験レイアウト

間隙までの距離＝5m

実験用間隙
40～90cm

（10cm刻み）

間隙通過後＝3m
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Ⅲ．結果
１．間隙に対する視知覚判断の転換点の間隙幅およびπ数における２群間の比較
　視知覚判断に関する実験結果を表２および図３，図４に示した。
　図３，図４から，どちらの群も間隙幅が広くなるにしたがい，避けないと判断する割合が高く
なっていることが分かる。
　視知覚判断の転換点の間隙幅の平均値と標準偏差については，ラグビー群が63.05±7.36cmで
あり，ソフトテニス群が63.58±9.32cmであった。この結果を用いて２群間の差を検定したところ，
有意な差は認められなかった（t（18）=0.2600，p>0.05）。
　ラグビー群の視知覚判断の転換点となるπ数の平均値と標準偏差は1.25±0.09であり，ソフト
テニス群のπ数の平均値と標準偏差は1.36±0.19であった。この結果を用いて2群間の差を検定し
たところ，有意な差は認められなかった（t（12.7）=－1.817，p>0.05）。

表２　間隙に対する視知覚判断および歩行中の間隙回避行動の転換点における平均値と標準偏差

 

図３　視知覚判断において避けないと判断された割合

＊＊

＊＊：p<0.01

表2 間隙に対する視知覚判断および歩行中の間隙回避行動の転換点における平均値と標準偏差

cm SD π数 SD cm SD π数 SD

ラグビー群 63.05 7.36 1.25 0.09 62.13 6.29 1.23 0.12

ソフトテニス群 63.58 9.32 1.36 0.19 65.21 7.77 1.40 0.17

視知覚判断 間隙回避行動

転換点

図3 視知覚判断において避けないと判断された割合
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図４　視知覚判断において避けないと判断された割合（π数）

２．歩行中の間隙回避行動の転換点の間隙幅およびπ数における２群間の比較
　間隙回避行動の実験結果を表2および図5，図6に示した。
　図５，図６から，視知覚判断と同様に間隙幅が広くなるにしたがい，回避しなかった割合が高
くなった。
　間隙回避行動の転換点となる間隙幅の平均値と標準偏差については，ラグビー群が62.13±
6.29cmであり，ソフトテニス群が65.21±7.77cmであった。この結果を用いて２群間の差を検定
したところ，有意な差は認められなかった（t（18）=－0.893，p>0.05）。
　ラグビー群の間隙回避行動の転換点となるπ数の平均値と標準偏差は1.23±0.12であり，ソ
フトテニス群のπ数の平均値と標準偏差は1.40±0.17であった。この結果を用いて2群間の差を
検定したところ，ラグビー群の方が有意に小さい値であることが認められた（t（18）=－3.298，
p<0.01）。

%

転換点

図4 視知覚判断において避けないと判断された割合（π数）
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図５　間隙回避行動において回避しなかった割合

図２　間隙回避行動おいて回避しなかった割合（π数）

 

%
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図5 間隙回避行動において回避しなかった割合

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

40 50 60 70 80 90

ラグビー群 ソフトテニス群

%

転換点

図6 間隙回避行動おいて回避しなかった割合（π数）
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Ⅳ．考察
　実験の結果，視知覚判断の転換点の間隙幅およびπ数，そして間隙回避行動の転換点の間隙幅
のそれぞれにおいて２群間に差はみられなかったが，間隙回避行動の転換点のπ数においては，
ラグビー群の方がソフトテニス群よりも有意に小さかった。この結果は，ラグビー群がソフトテ
ニス群に比べて，より自身の肩幅に近い間隙でも回避行動を起こさずに通過しているということ
を示している。実験の実施においては，ぶつからないように間隙を通過することを課題としたた
め，すべての試技において障害物に接触したケースはみられなかった。つまり，間隙回避行動の
すべての試技において安全性は確保されていたと判断される。これらのことより，ラグビー群は，
間隙に対して必要以上の回避行動をとらない，安全でより効率的な行動をしているといえる。
　次に，本研究の参加者の肩幅の有意差に着目する。Warren & Whang10）は，視知覚判断の転換
点のπ数や間隙回避行動の転換点のπ数は，それぞれほぼ一定のπ数となる結果から，間隙を用
いた課題においては被験者の身体サイズの大小は関係がなく，いずれの転換点も個人の肩幅と間
隙幅との割合によるものであることを報告している。本研究は，ラグビー群とソフトテニス群の
２群間には肩幅に有意な差が認められ，ラグビー群の方がソフトテニス群よりも肩幅が有意に広
かった。先行研究の示唆通りであれば，肩幅が広かったラグビー群はソフトテニス群よりも，視
知覚判断および間隙回避行動の転換点となる間隙幅は広く，それぞれの転換点のπ数では両者に
有意差が認められないという結果になる可能性は十分に考えられた。しかし，本研究では，転換
点の間隙幅に有意差は認められず，転換点のπ数においてはラグビー群の方が有意に小さい結果
となった。門田2）は，運動競技経験と運動視知覚能力の関係を検討し，視知覚機能の発達期以降
であってもスポーツ経験によって運動視知覚の処理系が発達する可能性を示唆している。これら
のことより，ラグビー群は競技スポーツによる経験から，回避行動を行うために必要なよりよい
視知覚能力を獲得していることが考えられる。
　以上のことから，競技スポーツ経験は，歩行によって間隙を通過するという日常行動に影響を
与えているということが考えられる。本研究では，ラグビーフットボールのようなプレー中に人
と人との間隙を通過することを多く経験するようなスポーツの実施は，歩行中の間隙に対する回
避行動の効率性を向上させることに有効である可能性が示された。今後は，競技スポーツ経験が
乏しい参加者に対して，ラグビーフットボールを経験させることで，歩行中の間隙回避行動に変
化がみられるのかを検討し，その有効性を確かめたい。

Ⅴ．まとめ
　本研究は，競技スポーツ経験が間隙に対する視知覚判断および歩行中の間隙回避行動に影響を
与えているのかを検討することを目的とした。実験参加者は競技レベルの高い大学生アスリート
とし，専門とする競技スポーツの特性の違いによりラグビー群とソフトテニス群の２群に分け，
視知覚判断および間隙回避行動について比較した。結果，競技スポーツ経験は，歩行によって間
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隙を通過するという日常行動に影響を与えているということが考えられ，ラグビーフットボール
のようなプレー中に人と人との間隙を通過することを多く経験するようなスポーツの実施は，歩
行中の間隙に対する回避行動の効率性を向上させることに有効である可能性が示された。今後は，
競技スポーツ経験が乏しい参加者に対して，ラグビーフットボールを経験させることで，歩行中
の間隙回避行動に変化がみられるのかを検討し，その有効性を確かめたい。
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